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1 はじめに 





























































2. 本学における ICT を活用した教育の現状について 
 本学松江キャンパスにおける教員養成は，従来からの短大部の幼稚園教員養
成に加え，昨年度の人間科学部設置に伴い，保育教育学科に小学校教員養成，











キャンパス全体に Wi-Fi 環境が整備され，iPad も購入し，ICT 機器を活用した
授業が始まったところである。ソフト面では，UNIVERSAL PASSPORTや Microsoft
の Office365 などの学生支援システムが導入され，学生一人一人が Office365








学省では，2018 年 11 月に公表した「新時代の学びを支える先端技術のフル活

































3.本学学生の ICT 端末機器活用の実態調査の概要 
（１）目的 
  本学松江キャンパスが，教職課程を設置して，2 年が経過する。この期間に








  「中高生の ICT 利用実態調査 2014 報告書」（ベネッセ教育総合研究所，2014）
等を参考にして，以下の内容を設定し，調査する。 
  ①ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの使用頻度 ②ﾀﾌﾞﾚｯﾄ PC の使用頻度   
③ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝの使用頻度 ④大学のﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ，ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾊﾟｿｺﾝの使用頻度 
⑤大学の iPad の使用頻度 ⑤Office365 の Teams の用途と使用頻度 
⑦UNIVERSAL PASSPORT の用途と使用頻度  
  ⑧ICT 端末機器についての意識  ⑨授業での ICT 端末機器の使いやすさ 
⑩授業における ICT 端末機器の活用の利点 
⑪授業における ICT 端末機器の活用の問題点 














  結果は，下図 2 の通り
である。 






レポート作成 1 にもほぼ半数以上が週３～４日以上は使用している。授業 1
においての活用は，ほとんど使用しない学生も３割近く存在する。 
  ﾀﾌﾞﾚｯﾄ PC（図 2 の 2）は，個人で持っていない学生が７割以上おり，日常
生活 2 及び授業 2 においても使用されていない。 
ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ（図 2 の 3）は，個人で持っていない学生が１割おり，日常生活
3 及び授業 3 においてもほとんど使わない学生が４割を占め，事前・事後学
修やレポート作成 3 にも週３～４日以上は使用している学生は２割程度で
ある。 





  また，全体として，授業や事前･事後学修，レポート作成に ICT 端末機器
を使用する機会が少ないことが明らかになった。学生の情報活用能力を育
成していくためには，もっと授業において，ICT 端末機器を活用せざるを得
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ない状況を作っていく必要があると考える。 
（2）学内の ICT 端末機器や学生支援システムの使用頻度について 
（調査項目④⑤⑥⑦） 


















iPad（図 3 の 5）は，学内で 15 台しか無く，授業の折りに授業担当者が
その都度準備するようになっているため，学生の活用は，授業者に委ねられ
ている状況である。 
Office365 の teams（図 3 の 6）の活用についても，特定の授業 6 でのみ
活用しているため，学生の活用は，授業者に委ねられている状況である。 
UNIVERSAL PASSPORT（図 3 の 7）の活用については，大学からの連絡等が
掲示されているため，日常生活 7 で活用していることが窺われる。 
 
（3）ICT 端末機器についての学生の意識について（調査項目⑧） 
学生一人一人が個人で持っている ICT 端末機器（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ，ﾀﾌﾞﾚｯﾄ PC，ﾉｰ
ﾄﾊﾟｿｺﾝ）についての意識について調査した。結果は，下図 4，5，6 の通り
である。 
図 4 の結果から，学生は，「ICT 端末機器を使うのが楽しい」「ICT 端末機
器を使っていると時間を忘れる」「ICT 端末機器は，便利だ」「ICT 端末機器
は，生活に役立つ」について，「そう思う」「少しそう思う」の肯定的な割
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の期待も高いことが窺われる。 















（4）授業での ICT 端末機器の使いやすさ，授業における ICT 端末機器の活用
の利点と問題点について（調査項目⑨⑩⑪） 












  ﾀﾌﾞﾚｯﾄ PC については，所持している学生が 3 割弱と少ないが，大学用の
iPad を使ってみて，画面の大きさ使いやすさなどから判断したと考えられ
る。 
   ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝについては，9 割近くが個人で所持しているが，画面が大きい，
重くて扱いにくいなどの理由で，授業での活用としては敬遠されたと考え
られる。 
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が窺われた。 













 本学では ICT 環境がまだまだ不十分ではあるが，今回の調査結果から，その
中でも，学生は，ICT 端末機器を活用した授業に対して概ね肯定的であり，今












































（2）学生が主体的に学修に取り組むための ICT 環境の充実 
授業における「クリッカーの活用」「調べて発表する」「小テストとフィー
ドバック」「授業への感想や意見を聞く」等の作業や自立学修の管理など


















大学と MIT のアクティブ・ラーニング視察報告，Kawaijuku Guideline，7・
8 月号，河合塾教育研究開発本部，2013 
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